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フイlVム ・ ライプラリー

No. 31 人 生 案 内

『
人
生
案
内』
鑑
賞
会
に
つ
い
て

フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は、
そ
の
事
業
の一
部
と
し

て、
歴
史
的
な
価
値
の
あ
る
芸
術
性
聖
か
な
映
画
和
鑑
賞
し
研

究
す
る
会
を
開
い
て、
現
在
ま
で
に
日
本
を
は
じ
め、
ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
の
サ
イ
レ
ッ．
卜
映
画
の
古
典
的
な
作
品

を
上
映
し
て
来
ま
し
た
か、
今
回
は
特
別
鑑
裳
会
第一
―一
回
と

し
て、
ソ
ヴ
ェ
ト
最
初
の
ト
ー
キ
ー
作
品
「
人
生
案
内」
を
と

り
上
げ
ま
し
た。

「
人
生
案
内
L

は、
一
九―――一
（
昭
和
六）
年
冗
月一
六
日
に

ソ
ウ
ェ
ト
連
邦
で
「
最
籾
の
全
発
声
畏
篇
芸
術
音
画
L

と
し
て

封
切
さ
れ、
約一
0
か
月
と
い
う
口
〉
S

グ
・
ラ
ン
の
新
記
録
を

作
っ
た
作
品
で
す。
わ
が
国
で
は、
一
九―二
二
（
昭
和
ヒ）
年

四
月
二
七
日、
東
京
丸
の
内
の
帝
国
劇
場（
扶
桑
商
事
輔
入）
で

初
公
開
さ
れ、
当
時
の
映
画
界
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
ま
し

こ。t
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虫
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ォ
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ロ
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コ
リ
カ
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ラ
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ミ
ー
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コ
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そ

の

物

語

そ

の

内

容

ワ
シ
カ
：··：・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ノ
ヴ
ィ
コ
フ

特
別
児
童
検
査
官
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ナ・・・・・・・・・

マ
リ
ア
・
ア
ン
ト
ロ
ぶ
ワ

ー
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
に
は
浮
浪
青
少
年
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ。

彼
等
を
し
て
青
春
澄
刺
た
る
且
つ
幸
福
な
る
市
民
た
ら
し
む
ペ

し
（
レ
ー
ニ
ン）
と
い
ふ
主
窟
を
基
に
し
て
作
ら
れ
た
ソ
連
邦

最
初
の
全
発
声
芸
術
音
画
で
あ
る。
監
督、
脚
色
に
あ
た
っ
た

ニ
ン
•

H

ソ
ク、
撮
影
を
受
持
っ
た
ヴ
ェ
・。フ
ロ
ニ
ン
は
刊
年

前
共
に
モ
ス
ク
ワ
国
立
映
画
専
問
学
校
を
第
二
回
卒
業
生
と
し

て
出
た
新
人
で、
作
曲
者
ャ
・
ス
ト
ル
リ
ャ
ル
は
革
命
劇
場
の

有
力
な
指
揮
者。
モ
ス
ク
ワ
第一
芸
術
座
の
名
優
で。フ
ド
フ
キ

ン
の
「
母」
に
も
出
演
し
た
ニ
コ
ラ
イ
・
バ
ク
ー
ロ
フ
が主
演

し
（
中
略）
ク
ー
ゲ
土
式
装
置
の
タ
ー
ゲ
フ
ォ
ン
に
よ
り
録
音

撮
影
さ
れ
て
ゐ
る。ー
�

以
卜
i

は
キ
ネ一、
旬
哉
第
四―――
二（一
九
三
二
年
四
月―
―
日）

号
の
紹
介
文
の一
節
で
す。

こ
の
映
画
輸
7、
当
時
の
検
閲
台
本
か
ら、
梗
概
和
紹
介
し
ま

゜

し
よ
う
ー
ー

一
九
ニ―
石
言
都
市
の
玄
関。
駅
の
建
物
の
か
げ
に
屯
し
て

ゐ
る
垢
面
破
衣
の
少
年
の
群、
そ
の
眼
は
お
上
り
さ
ん
の
持
物

を
か
す
め
と
る
た
め
に
光
る。
彼
等
は
帝
政
時
代
の
追
底、
ヘ

ス。フ
リ
ゾ
ー
ル
ヌ
イ
（
浮
浪
者）
と
呼
ば
れ、
オ
ベ
ヅ
ゞ
リ
ョ

＂＇こ
ヌ
イ
（
か
つ
ば
ら
い）
と
呼
ば
れ
る。
彼
等
の
仕
事
を
食
物

に
生
き
て
居
る
寄
生
虫
が
あ
る。
寄
生
虫
フ
ォ
ム
カ
と
そ
の
情

婦
レ
リ
カ
の
仕
事
か
ら
物
語
が
始
ま
る。
少
年
コ
リ
カ
に
は
父

も
あ
り
母
も
あ
る。
だ
が
雪
の
制
田
は
街
頭
で
浮
浪
少
年
群
に

襲
は
れ
て
倒
れ、
ま
だ
起
ち
得
ぬ。
悲
し
み
は
残
さ
れ
た。
父

を
酔
ひ
ど
れ
に
し、
コ
リ
カ
は
わ
が
家
を
迷
い
出
て
浮
浪
の
群

に
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ。
浮
狼
群
は
次
第
に
そ
の
数
を
増
し、
夜

と
な
く
昼
と
な
く
街
の
危
険
が
絶
え
ぬ。

浮
浪
群
を
救
ひ、
正
業
こ
就
か
せ
る
た
め
に
政
府
直
轄
の

「
勤
労
コ
ム
ウ
ナ
L

が
あ
る。
コ
ム
ウ
ナ
で
は
各
自
が
そ
れ
ぞ

れ
に
適
す
る
仕
事
を
選
び、
寝
食
苦
楽
が
倶
に
さ
れ
る。
け
れ

‘ 

ど
成
績
は
上
ら
な
い
C

批
労
を
厭
い、
組
織
を
姉
ふ
JL

ン
ペ
、/‘

の
心
が
幾
回
と
な
く
彼
縮
を
脱
走
さ
せ
る。
コ
ム
ウ
ナ
の
直
接

指
導
者
七
ル
ゲ
ー
エ
フ
は
破
天
荒
な
「
自
由
勤
労」
の
方
法
を

考
へ
出
す。
さ
し
も
頑
強
だ
っ
た
浮
浪
少
年
ム
ス
ク
ー
フ
ァ
も

ワ
シ
カ
も
最
早
脱
走
し
な
い。
新
し
い
建
霰
を
目
指
し
て、
彼

縮
大
勢
を
漿
せ
た
列
車
が
都
わ
後
に
す
る。

停
車
場
か
ら
二
0
キ
ロ
米
の
田
舎、
嘗
て
宗
教
の
殿
堂
が、

今
の
勤
労コ
ム
ウ
ナ
工
場
た。
靴、
大
工、
指
物、
機
械、
エ
具

類
の
製
作
に一
同
が
愉
快
に
側
き
始
め
る。
春、
JI
の
氷
が
溶

け、
野
の
雪
が
融
け
る。
春
は
彼
等
ル
ン
ペ
ン
の
心
を
呼
び
醒

す。
そ
の
心
を
捉
え
る
た
め
に、
再
び
女
を
掏
え
た
寄
生
虫
が

こ
の
地
に
や
つ
て
来
る。
セ
ル
ゲ
ー
エ
フ
は
彼
等
を
野
に
放
つ

事
を
考
へ
る。
鉄
道
敷
設
の
工
事
が
進
行
と
共
に、
寄
生
虫
の

張
る
網
も
拡
が
る。
ヮ
シ
カ
が
先
づ
寄
生
虫
の
網
に
引
掛
り、

続
い
て
多
く
の
同
僚
が
「
浩
と
煙
と
女」
と
を
擁
す
る
こ
の
甘

い
渠
を
訪
れ
る。

建
設
の
仕
事
の
規
律
は
次
第
に
乱
れ
て
来

る。
終
に、
ム
ス
ク
ー
フ
ァ
は
コ
リ
カ
と
相
団
り
正
義
の
仲
間

と
共
に、
一
夜
こ
の
巣
和
製
ひ、
敵
の一
隊
を
捕
縛
す
る。
た

だ
フ
ォ
ム
カ
が
暗
に
頸
じ
て
逃
れ
去
る。

駅
か
ら
勤
労
コ
ム
ウ
ナ
工
場
ま
で
の
鉄
道
は
終
に
完
成
し

た。
明
日
の
開
通
式
の
準
備
の
た
め
に
時
間
が
掛
り、
ム
ス
タ

ー
フ
ァ
が
帰
る
時
に
は
既
に
夜
と
な
っ
た。
一
人、
自
分
達
の

結
晶
た
る
鉄
路
の
上
を
ト
ロ
ソ
コ
で
走
ら
せ
な
が
ら、
ム
ス
ク

ー
フ
ァ
の
口
を
衝
い
て
出
る
愉
快
な
歌
は、
彼
の
遠
い
故
郷
の

民
詞
た。
突
如、
彼
の
ト
ロ
ノ
コ
は
鉄
路
か
ら
拗
り
出
さ
れ
る。

そ
れ
は
寄
生
虫
フ
ォ
ム
カ
が
復
讐
の
た
め
に
鉄
道
を
破
談
し

た
か
ら
だ
0

フ
ォ
ム
カ
と
ム
ス
ク
ー
フ
ァ
と
は
暗
夜
に
相
対
し

た。
フ
ォ
ム
カ
の
手
に
短
創
が
光
る。
烈
し
い
格
闘
の
後
や
が

て
ー
ー
悲
鳴゚

夜
は
静
か
に
明
け
放
れ
る。
歓
喜
を
い
つ
ば
い
に
乗
せ
た
最

礼
の
列
車
が、
今
駅
か
ら
勤
労
コ
'-
ウ
ナ
工
場
に
向
は
う
と

す
る。
最
初
の
「
車
掌」
に
な
っ
た
コ
リ
カ
の
喜
び。
暫
ら
く

逢
は
な
か
っ
た
父
親
に
も
め
ぐ
り
あ
ふ。
彼
の
口
か
ら
出
発
の

呼
子
の
笛、
だ
が
最
初
の
「
機
関
士」
た
る
ム
ス
ク
ー
フ
ァ
は

何
処
に
居
る
？
列
車
は
歓
喜
を
乗
せ
て
疾
走
す
る。
急
停
車、

線
路
に
横
る
死
骸、
血
潮
に
染
ん
だ
短
剣
に
よ
っ
て、
ム
ス
ク

ー
フ
ァ
が
敵
フ
ォ
ム
カ
の
た
め
に
斃
さ
れ
た
こ
と
が
分
る。
涙



そ

の

反

響

が
皆
の
頬
を
伝
ふ。

勤
労
n
ム
ウ
ナ
駅
で
は
セ
ル
ゲ
ー
エ
フ
を
始
め
と
し
て
敬
百

の
人
々
が
最
初
の
列
車
の
到
着
を
待
っ
て
居
る。
列
車
は
終
に

来
た。
だ
が
機
関
車
の
先
頭
に
横
つ
て
テ
ー。フ
を
切
っ
た
の
は、

ム
ス
ク
ー
フ
ァ
の
亡
骸
だ
っ
た。
み
ん
な
の
頭
か
ら
帽
子
が
除

か
れ
た。
悲
し
い
汽
笛
が
嗚
る。
セ
ル
ゲ
ー
エ
フ
は
涙
の
う
ち

に
言
ふo
|
ー'
ど
う
し
た
ム
ス
ク
ー
フ
ァ、
あ
ん
な
に
機
関
士

に
な
り
度
が
っ
て
た
の
に
な
ァ
…
…。

当
時
の
映
画
界
を
考
え
ま
す
と、
一

九
三一
（
昭
和
六）
年
に

ょ、
ジ
オ
セ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ス
ク
ン
バ
ー
ク
の
「
モ
ロ
ッ
コ
」

'
,9
 

「
問
諜
X
二
七」
、
ル
ネ・
ク
レ
ー
ル
の
「
巴
里
の
屋
根
の
下’­

「
生`、
リ
オ
ン
L

な
ど
が
公
開
さ
れ、

邦
画
で
も
日
本
に
お
け

る
最
初
の
本
格
的
ト
ー
キ
ー
と
い
わ
れ
る、
万
所
平
之
助
監
督

の
「
マ
ダ
ム
と
女
房」
が
校
竹
蒲
田
で
生
れ、
ト
ー
キ
ー
映
画

の
芸
術
的
な
価
値
が
漸
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た。

「
人
生
案
内」
の
封
切
さ
れ
た一
九
三―-
（
昭
和
七）
年
に

は、
こ
の
映
画
に
続
い
て
石
月
刊
日
か
ら
同
じ
帝
国
闊
場
で、

ク
レ
ー
ル
の
ト
ー
キ
ー
第
三
作
「
自
由
を
我
等
に」
が
公
開
さ

れ
て
い
ま
す。
こ
の
よ
う
に、
あ
い
つ
い
で
封
切
さ
れ
た
ト
ー

キ
ー
初
期
の一一
大
傑
作、
「
人
生
案
内
L

の
内
容
と
新
鮮
な
形

式、
「
自
由
を
我
等
に」
に
お
け
る
ク
レ
ー
ル
の
軽
妙
な
技
法

と
オ
ー
リ
ッ
ク
の
音
楽
効
果
が、
当
時
の
映
画
界
特
に
若
い
世

代
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
は、

容
易
に
理
解
さ
れ
ま

す。
（
キ
ネ
マ
旬
報ベ
ス
ト・
テ
ン
で
は
「
自
由
を
我
等
に」
に

つ
い
で
第一一
位）
当
時
の
キ
ネ
マ
旬
報
は
数
号
に
わ
た
つ
て、

批
許
は
も
ち
ろ
ん
読
者
論
壇
を
あ
げ
て
こ
の
二
作
品
に
集
中
し

て
い
ま
す。

そ
れ
ら
の
代
表
的
論
評
の
一

部
を
紹
介
し
て
み
ま
し
よ
う。

北
川
冬
彦
氏
は
キ
ネ
マ
旬
報
第
四一二
四
（一
九
三
二
年
冗
月

一
日）
号
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す。

ー
—
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
音
画
「
人
生
案
内」
を
見
て、
僕
は
階

い
た。
こ
れ
が、
ソ
ヴ
ニ
ト
同
盟
最
初
の
音
画
芸
術
作
品
だ
と

い
ふ
の
だ
か
ら、
実
際
す
こ
い
も
の
だ。
恐
ら
く、
こ
れ
以
外

に
も、
こ
の
や
う
な
俵
れ
た
作
品
が
あ
る
だ
ら
う
と
想
似
さ
れ

大
へ
ん
楽
し
い
思
ひ
に
ひ
た
る
こ
と
が
出
来
だ。
よ
く、
人
々

i' 

は、
何
か
い
:
作
品
が
現
は
れ
る
と、
人
生
と
い
ふ
も
の
が
楽

し
く
な
っ
た。
と
い
っ
た
こ
と
を
い
ふ
が、
そ
し
て、
さ
う
い

ふ
言
葉
を
聞
い
て、
何
か
テ
レ
ク
サ
イ
思
ひ
を
す
る
僕
で
は
あ

っ
た
が、
こ
の
映
画
を
見
た
時
は、
臆
面
も
な
く
そ
の
言
葉
を

出
さ
ず
に
居
ら
れ
な
か
っ
た。
（
中
略）
さ
て
「
人
生
案
内」
の

ど
こ
が、
そ
ん
な
ら、
そ
ん
な
に
い
＼
の
か
と
い
ふ
と、
僕
は

困
っ
て
了
ふ°
ト
ー
キ
ー
に
対
す
る
知
識
の
浅
い
僕
に
は、
た

ゞ
「
独
断」
を
洩
ら
す
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が、
と
も
か
く
何
よ

り
も
感
じ
た
こ
と
は、
こ
れ
こ
そ
真
の
音
画
だ
と
い
ふ
感
想

だ。
い
ま
A

で
の
ど
ん
な
す
ぐ
れ
た
評
判
の
ト
ー
キ
ー
映
画
に

し
ろ、
多
か
れ
少
な
か
れ
舞
台
的
臭
味
を
帯
ぴ
て
ゐ
な
い
も
の

は
な
か
っ
た
と
僕
に
は
思
へ
る
の
だ。
ト
ー
キ
ー
の
割
期
的
な

足
跡
を
の
こ
し
た
と
い
は
れ
る
ス
ク
ン
バ
ー
グ
の
「モ
ロ
ソ
n
」

さへ、
こ
の
「

人
生
案
内」
を
見
て
か
ら
は、
そ
れ
が
ど
こ
と

な
く
舞
台
劇
臭
味
を
帯
び
て
ゐ
る
の
を
感
じ
る
の
だ。
ま
た
ト

ー
キ
ー
の
世
界
に
お
け
る
も
う―
つ
の
星
と
さ
れ
て
ゐ
る、
ル

ネ
・
ク
レ
ー
ル
は
ど
う
か
と
い
ふ
と、
こ
れ
又
そ
の
臭
気
を
感

じ
る
ば
か
り
で
な
く、
音
に
対
し
て
い
ぢ
け
た
り、
ま
た
音
を

も
て
遊
び
す
ぎ
て
ゐ
た
り
す
る
感
が
あ
る
の
で
あ
る
が、
「
人

生
案
内」
に
於
い
て
は、
音
が
映
画
全
体
の
中
で、
そ
の
独
自

の
役
目
を、
遠
慮
し
す
ぎ
て
い
ぢ
け
た
り
叉、
へ
ん
に
出
し
や

ば
っ
た
り
せ
ず
守
つ
て
ゐ
る
の
だ。
（
後
略)
|
|

叉、
飯
田
心
美
氏
は
同
誌
第
四一一
六
（一
九
三
て
年
五
月
二

一
日）
号
に、

|（
前
略）
僕
の
感
じ
た
の
は
第一
に、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
映

画
で
は
到
底
及
ば
な
い
ト
ー
キ
ー
領
岐
を
開
拓
し
て
ゐ
る
こ

と、
第
二
に
ェ
コ
ラ
イ
•

H

ソ
ク
の
演
出
ぷ
り
が
公
式‘丁
義
の
弊

か
ら
極
力
避
け
や
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と、
第
三
に`
主
題
を
つ
た

へ
る
点
に
於
て
実
に
判
り
易
く
要
領
を
得
て
ゐ
る
こ
と、
大
体

こ
の
三
つ
で
あ
る。
（
後
略）
ー
ー
と
し
て
激
賞
し
て
い
ま
す。

（
引
用
文
の
仮
名
使
い
は
原
文
の
ま
ま）

ヽ


